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目的 

 三重県の黒ノリ養殖生産の安定化を図るため，生産

者に対して養殖環境についての情報提供や病害等の対

策を指導するなど，きめ細かな対応が求められている。

黒ノリ養殖漁期中において，ノリ漁場栄養塩調査およ

びプランクトン調査を実施し，その結果を迅速に生産

者へ発信するとともに，その後の対応策等についての

情報を提供した。 

 

方法 

１．今漁期の気象の特徴について 

気温，降水量，日照時間については，津地方気象台

発表のデータを用いた。 

２．今漁期の海況の特徴および養殖経過について 

水温については，三重県水産研究所 鈴鹿水産研究

室が実施している午前 10 時における鈴鹿市白子港の

水温測定データを用いた。黒ノリ漁期中の栄養塩濃度

の推移，プランクトンの発生状況については，鈴鹿水

産研究室が実施している県内 21 主漁場における水質

分析データを用いた。 

３．共販結果について 

三重県漁業協同組合連合会発表の共販結果データを

用いた。 

４．ノリ芽検診・病害診断等の養殖指導 

漁期中において生産者から送付，持ち込みされたノリ

網や葉体サンプルについてノリ芽検診及び病害診断等

の養殖管理にかかる指導支援を実施した。 

 

結果 

１．今漁期の気象の特徴 

表１に平成 26 年 9 月から翌年 2 月までと平年（昭和

56 年から平成 22 年）の気象（気温・降水量・日照時間）

について示した。気温は，9 月下旬から 11 月下旬にか

けて平年より 0.7～1.3℃高めで推移し，12 月上旬から

翌年 1 月上旬にかけて概ね平年より低めで推移した。1

月中旬から 2 月下旬にかけては概ね平年より高めで推

移した。降水量は，台風 18 号（10 月 5～6 日），19

号（10 月 13 日）の影響により，10 月はかなり多めと

なった。11 月下旬から翌年 2 月にかけては，概ね平年

並み～多めで推移した。日照時間は，10 月から翌年 1

月にかけて平年より少なめで推移したが，2 月は多めで

推移した。 

 

表１． 平成 26 年度月別観測平均値と平年値 

 

 

２．今漁期の海況の特徴 

図 1 に今漁期の水温，栄養塩量(DIN)と珪藻プランク

トン発生量（Chaetoceros spp. , Skeletonema spp.）

の推移について示した。水温は，12 月上旬にかけて平

年より低めで推移し，12 月中旬から翌年 1 月にかけて

平年より顕著に低く推移した。1 月中旬以降は，平年並

からやや高めで推移した。伊勢湾ノリ漁場では，10 月

上旬に Skeletonema spp.が最高密度 25,775 cells/mL

と高い密度で発生したが，台風 19 号の影響により漁期

開始が 10 月中旬以降に大幅遅れたため，ノリ色落ち被

害は発生しなかった。また，11 月中旬から 12 月上旬に

かけて Skeletonema spp.が最高密度 3,370 cells/mL，

Chaetoceros spp. が最高密度 690 cells/mL の発生が

確認され，栄養塩量の急激な減少が見られた。翌年 1

月下旬には，伊勢湾ノリ漁場の鈴鹿地区を中心に Skel-

etonema spp.が最高密度 7,900 cells/mL で発生し，そ

の後も 2 月中旬にかけて鈴鹿地区以南の漁場へも発生

域が拡大した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（津地方気象台） 

日照時間（h）

本年 平年 本年 平年 本年 平年

9月 23.4 24.0 100.0 273.1 183.2 156.1

10月 18.8 18.3 237.0 150.7 152.6 164.8

11月 13.7 12.7 111.0 83.5 159.3 160.1

12月 6.4 7.8 39.0 38.5 167.6 173.0

1月 5.7 5.3 105.0 43.9 143.4 163.2

2月 6.2 5.6 42.5 59.0 172.4 157.0

津
気温（℃） 降水量（mm）




